
グループホーム楽ちんの家 笑楽 入居に関するお知らせと注意事項 

グループホームは認知症高齢者が少人数のグループで共同生活を送る施設です。 

料理や掃除など役割を分担し、自立した生活を送ることを目的としています。 

 当ホームは、スタッフを含め、大家族の様な生活空間を築いていきます。その中にはご家族も入り、

共に介護とは、認知症でも出来ることとはなど考えていきたいと思います。 

 

１ 医療等に関する内容 

・グループホームには看護職員の配置義務はなく、医療ケアは行われないため、日常的に医療ケ

アが必要となった場合は退居していただくことになります。（点滴、インスリン、吸痰等） 

その際は特別養護老人ホーム等の入所のお手伝いをします（事前に申込しておく） 

・入院期間が３か月以上と診断された場合は退居していただくこととなります。 

・通院はご家族でお願いします。（定期受診、熱発等による受診、転倒や怪我による受診） 

・緊急を要する場合は救急車で対応します。必ずご家族が付き添いをお願いします。 

（やむを得ない場合のスタッフ付き添いなどは別途、付き添い費、交通費を頂きます） 

・看取りケアを希望される場合は、こちらのできる範囲での相談を行います。 

協力医療機関（貴志医院・ヒロ歯科クリニック・オレンジホームケアクリニック） 

 

２ 居室に関する内容 

  ・居室は個室で約 6 畳程度の広さになります。洗面台、ベッド、小タンス等は設置してあります。足り

ない物はご家族で用意してください。布団一式等 （冷蔵庫の設置はできません） 

布団等のクリーニング代は実費になります。 

  ・居室や共用ルーム等への破損（壁紙や床、鍵やガラス等）は都度弁償していただきます。 

  ・共同で生活を送る上で、やむを得ず途中で居室の変更をお願いすることがあります。ご了解願い

ます。（見守りが必要な方、転倒リスクがありトイレ横の部屋など） 

 

３ 共同生活に関する内容 

  ・認知症の症状が悪化し、他者への暴力等が認められる場合は退居していただきます。 

  ・喫煙者の入居はできません（館内外禁煙のため） 

  ・飲酒について 主治医の許可のもと、夕食時にコップ 1 杯程度のアルコールは可能ですが、アル

コール摂取により、他者へ暴言、暴力行為が認められる場合は禁止となります。 

  ・基本 1日のスケジュールがあり、それに沿って生活を送っていただきます。 

  朝食 7時～8時、昼食 12時～13時、夕食 18時～19時、入浴は週 2回 

 

４ 食事、排せつに関する内容 

  ・基本普通食の提供になります。特別食、療養食の場合は別途実費になります。 

  ・エプロン、自助具等が必要となった場合は購入していただきます。 

  ・飲食物を持ち込んだ場合は必ずスタッフに声掛けし、場合によっては預からせていただきます。 

  ・紙パンツ、尿パット類はすべて自己負担になります。余裕をもって預からせていただきます。 

 

５ その他 

  ・見守りカメラの導入について 良質な睡眠の確保、夜間帯の負担軽減、万が一の事故（転倒）、ト

ラブルが起きた際に活用することを目的として、居室にカメラを設置する場合があります。 


